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導入
2025 年，内モンゴル自治区の牛肉生産量は 102 万

トンに達し，中国全土の牛肉生産量の 12.7％を占め
るに至った（Xinhua 2026）。14 億人を抱える巨大市
場を支えるこの供給力の背景には，草原社会における
牧畜の定住化と畜産生産の集約化という，ここ数十年
にわたる急激な構造変容が存在する。一方で，こうし
たマクロな生産拡大を下支えしているのは，地方草原
において繁殖段階を担い続ける牧民たちの存在であ
る。

本稿では，内モンゴル自治区フルンブイル市で牛の
繁殖事業に携わる牧民への調査を通じて，中国牛肉市
場を支える「繁殖の最前線」に立つ者として，市場経
済の圧力のなかでいかに伝統的な牧畜知を活用し，家
畜との共存を模索しているのかを明らかにする。とり
わけ，繁殖と放牧に特化する牧民経営と，舎飼い肥育
を中心とする集約畜産との分業構造に着目し，その相
克と補完関係を検討する。

モンゴル高原の自然環境と牧畜
モンゴル高原は地理学および気候学的概念であり，

アジア北東部に位置する広大な高原地帯を指す。海抜
はおおむね 700 ～ 1,500 m で，北はロシア連邦南部，
中央部にモンゴル国，南部に中華人民共和国北部を含
む乾燥・半乾燥地域である（図 1）。宮脇（2002）は，
モンゴル高原を「北緯 38 度以北，シベリア森林帯以
南に位置し，農耕には制約が大きい一方で，遊牧に適
した環境」と特徴づけている。

気候的には，モンゴル高原は海洋の影響を受けにく

い内陸部に位置し，典型的な大陸性気候に支配されて
いる。年較差の大きい気温変動（おおよそ− 40℃か
ら 40℃）に加え，年間降水量は 0-500 mm と地域差
が大きく，その時空間的分布もきわめて不安定であ
る。このような特性から，モンゴル高原は「非均衡シ
ステム（non-equilibrium system）」に属する自然環境
とされる（Fernandez-Gimenez 2000）。

とりわけ降水量の変動と連動して植生の一次生産量
が大きく変化するため，牧草資源の持続性を維持する
には，人間の生産活動に高度な柔軟性が求められる。
こうした条件下において，植生の時空間的変動に応じ
てヌタグ（Nutag：放牧地・居住地・生活圏）を移動
させ，特定の土地に負荷を集中させない遊牧生産様式
は，非均衡的自然環境に対する合理的な適応戦略と位
置づけられてきた（Nachinshonhor 2013；Peter et 
al. 2024）。すなわち，遊牧とは単なる移動形態では
なく，自然環境の不確実性を前提とした資源管理シス
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図 1　�モンゴル高原とそれを囲い込む山々（2026.3，著者
via Gemini）。
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テムであり，人と家畜の生存を支える知の体系であっ
たと言える（図 2）。

内モンゴルにおける牧畜の変容
内モンゴル自治区は，モンゴル高原の北東部から南

西部にかけて帯状に広がる地域を指す（図 1）。内モ
ンゴルはモンゴル語で「ウブル・モンゴル（Ubur 
Mongol）」と称され，これは「ゴビ砂漠の南側に位置
するモンゴル」という地理的な意味を持つ。政治的な
境界線（国境）はあるものの，自然環境や伝統的な移
動牧畜の文化的背景から，一般的にはモンゴル高原の
一部として一体的に捉えられている。この地域の植生
は，北東から南西へと漸減する降水量の分布に対応
し，森林草原，典型草原，乾燥草原，砂漠草原へと連
続的なグラデーションを呈している（寺田 1988）。

遊牧畜産を主要産業の一つとする内モンゴル自治区
は，1947 年に設立され，1949 年の中華人民共和国建
国以降，中国の政治・経済体制の下に組み込まれた。
1950 年代から 1980 年代初頭にかけて展開された社
会主義集団化政策のもとでは，家畜の所有形態は個人
所有から集団所有へと移行した。一方で，放牧地の共
同利用を前提とする伝統的な遊牧生産管理の枠組み
は，一定程度維持されていた。

そして，1980 年代に入ると，「生産責任制」政策を
基軸として農地請負制を推進し，その一環として内モ
ンゴルにおいても制度的転換が進められた。具体的に
は，1980 年代には家畜の個別分配が，1990 年代以降
には草原の利用権が世帯単位で割り当てられ，草地の
囲い込み（フェンス設置）が急速に進行した（王
2012）。これにより長距離移動を伴う従来の遊牧が維
持困難となり，分配された私有地内での放牧へと縮小
した結果，政府の定住化誘導政策のもとで，遊牧を継
続する人々がほとんど見られなくなった（星野 2016）。
こうした気候変動と植生の空間的不均衡を特徴とする
環境において，環境負荷を時空間的に分散させてきた
遊牧形態から，特定地点に固定される定住牧畜への転

換は，草原劣化を引き起こす要因として問題視されて
きた（Humphrey & Sneath 1999；Mei et al. 2021）。

後年になって明らかになってきたのは，変化に富む
自然環境への適応，牧草資源の持続的利用，さらには
牛・馬・駱駝・羊・山羊といった草食家畜の固有特性
や福祉への配慮を内包していた遊牧の中断が，内モン
ゴルにとって単なる経済構造の変化にとどまらず，自
然環境，社会構造，歴史，文化といった多層的な要素
が書き換えられる大きな転換点であったという点であ
る。

フルンブイル市は，モンゴル高原の東端，内モンゴ
ル自治区の最北部に位置し，西はモンゴル国，北はロ
シア連邦と国境を接し，東は大興安嶺山脈に囲まれて
いる。東西約 630 km，南北約 700 km に広がり，総面
積は約 253,000 km2，人口は約 213.9 万人である（劉
2026）。標高は 500～1,000 m，年降水量は約 352 mm，
年平均気温は− 0.4℃とされる。植生は主として森林
草原および典型草原から構成され（寺田 1988），羊・
牛・馬の歴史的な名産地として，牧畜業が古くから盛
んな地域である。

市場経済が導入された 1980 年代以降，フルンブイ
ル市では牛の飼育頭数が増加傾向を示し，1990 年代
から 2000 年代にかけては，中国経済の高度成長と連
動して，さらに顕著な増加が見られた（図 3）。一方
で，1999 ～ 2001 年および 2018 ～ 2020 年には頭数
の減少が確認されており，これらは干ばつによる自然
植生の生産力低下と関連している可能性が高い（図
3）。

本稿では，フルンブイル草原において牛の繁殖を主
としつつ，羊・山羊・馬・駱駝などを自家用として放
牧飼育している A 氏への調査を通じて，市場経済下
の畜産現場で元遊牧民がいかに伝統的牧畜知を生かし
ながら生産を行っているのか，その生き様を捉えるこ
とを目的とする。

図 3　�フルンブイル市の飼育する牛の頭数の経年変化。（呼
倫貝爾市統計年鑑 2025（劉志東 2026）のデータをも
とに著者が作成）。

図 2　�非均衡気候における牧畜経営の戦略的適応（2026.3, 
著者 via Gemini）。
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調査の概要
筆者は，内モンゴル牧畜社会における家畜の飼育状

況とその実践知を把握することを目的として，フルン
ブイル市において牧畜を営む A 氏を対象に調査を実
施した。調査は，2025 年 3 月と 2026 年 4 月の二回
に渡って実施した。なお，A 氏に対し，本調査の目的
および方法について口頭にて十分な説明を行い，イン
フォームド・コンセントを得ている。

2025 年 3 月の調査
草地および家畜構成
　請負自然草原：放牧用および草刈り用の自然草原を
合わせて 2,000 ムー（1 ムー＝約 666.67 m2）を請け
負っている。

家畜頭数（概数）
牛　：�130 頭（うち雌 60 頭，自家用と屠畜用に年間

3 ～ 4 頭）
羊　：300 頭
山羊：10 頭
馬　：10 頭（主に騎乗用）
駱駝：2 頭（大雪時の運搬車牽引用）

秋には仔牛 40-50 頭を出荷しており，年によって
は少数の成体牛も出荷する。2024 年秋には仔牛 30 頭
を出荷したが，前年と比較して市場価格の下落がみら
れた。

飼育管理と草地利用
　飼育管理：居住地の敷地内には井戸が設置されてい
る。通常，家畜は自然草原において伝統的な放牧管理
を行っている。毎年 4 月 20 日前後に萌芽する Yargui

（Pulsatilla sp.，オキナグサの仲間）を採食させ，冬の
間に体内に蓄積した老廃物を排出し，体調の回復を促
している。しかし近年の「休牧」政策により，4 月か
ら約 45 日間の「休牧期間」が設定されている。2024
年の休牧期間は 4 月 10 日から 5 月 25 日までであり，
この期間中は家畜を柵外に出すことが完全に禁止され
た。その結果，家畜に著しいストレスが生じたと語ら
れている。補助金（0.73 元 / ムー）は支給されるも
のの，牧民側にとって実質的なメリットは乏しいとい
う評価であった。なお，夏季の放牧期にはアルバイト
を雇用して管理を行っている。
　越冬用牧草と資源利用：2024 年の越冬用牧草は，
自家草地および借入草地を合わせた約 4,000 ムーから
刈 り 取 ら れ， 合 計 800 ロ ー ル（1 ロ ー ル 平 均 約
300 kg）が確保された（図 4）。労働力不足のため，
草刈り期にはアルバイト 1 名を雇用している。

家畜用の塩分・ミネラルについては，近隣の塩湖か

ら無償で採取している。

搾乳および屠畜に関する伝統的実践
搾乳に関する慣行：

生まれたばかりの仔牛には初乳を十分に与える。
離乳前は，仔牛に十分授乳した後に搾乳を行う。
秋季には，母乳の半分を仔牛に与え，残りを搾乳す

る。
冬季は，母乳量の減少と脂肪分増加に合わせて搾乳

量を抑える。

屠畜に関する慣行：
家畜を出す当日には仏壇に線香とゾラ（バター灯）

を供える。
「殺す」「屠殺」といった直接的な表現を避け，「出

す」「作る」「用意する」などの中立的な言い回しを用
いる。例えば「羊を出す」，「羊を作る」，「羊を用意す
る」と言う。

屠畜の場面を他の家畜に見せないよう配慮する。

A 氏の奥さんは，「我々にとっての牧畜とは，人間
が家畜によって生かされているようなものである」と
語っており，家畜との関係性を倫理的・相互扶助的な
ものとして捉える遊牧的価値観が現在も持続している
ことがうかがえる。

2026 年 4 月の調査
家畜構成と繁殖見通し（概数）

2026 年 4 月時点における A 家の家畜保有状況は，
牡牛 70 頭，雌牛 50 頭，羊 200 頭，山羊 10 頭，馬 2
頭，駱駝 1 頭である。この春には，仔牛 50 頭，仔羊
100 頭，仔馬 2 頭，仔駱駝 1 頭が出生する見込みであ
る。

図 4　�2024 年の秋に刈り取った 800 ロールの自然牧草の残
り（2025.3，著者）。
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牛の繁殖生産
生産される仔牛は，シメンタール種の種牡牛と在来

種雌牛との自然交配による交雑種である（図 5）。繁
殖用の種牡牛を常時 2 頭保有しており，近親交配を
回避するため，おおむね 2 年ごとに種牛を更新して
いる。春に生まれた仔牛はひと夏放牧で育成され，秋
に出荷される。オスの仔牛は全頭出荷し，メスは 10
頭前後を後継牛として残す。なお，2024 年秋には牛
価が下落したものの，2025 年秋頃からは若干の回復
傾向がみられるという。

牛の飼育管理と肥育の分業構造
4 月に生まれた仔牛は，8 月頃には生体重 100 ～

200 kg 前後となり，取引先の肥育牧場へ出荷される。
これらの仔牛は，肥育牧場において約 4 か月間，濃
厚飼料を中心とした舎飼い肥育が行われ，出荷時には
体重 400 ～ 450 kg に達する。平均日増体量（ADG）
は 2 ～ 2.5 kg に及ぶと聞いている。

伝統的な放牧飼育では，牛が同程度の体重に達する
までに 4 ～ 5 年を要するが，その分，性質が穏やか
で健康な牛に育つと認識されている。現時点では，地
元の牧民が繁殖段階には関与するものの，肥育業に参
入する例はほとんど聞かれないという。

肉質評価と家畜福祉
街の肉屋で「ブランド牛肉」として販売される「黄
膘牛肉」の多くは，牛本来の生理特性に反した集約的
肥育によって生産されたものであり，その味は自然草
原で放牧飼育された牛肉とは大きく異なると評価され
ている。一方，この地域の牧民は，初冬になると自家
消費用として，概ね 5 ～ 6 歳の Subai（不妊）牛を屠
畜する。これらの放牧牛肉は「自然の味」として高く
評価され，肥育牛肉より価格は高いものの，都市部か
らまとめ買いに訪れる消費者も少なくない。家畜の都
合や特性に配慮した飼育管理は，我々にとって当たり
前のことだったが，それが必ずしも一般的でない時代

になったことに驚かされる。

越冬用牧草の準備
2025 年秋には，自家所有地および借用地を合わせ

た 7,600 ムー（約 507 ヘクタール）の草原から，越冬
用牧草として 980 ロールを刈り取った。作業にはア
ルバイト 3 名を雇用している。

牧草刈りは，親から伝えられた伝統的手法に従い，
植物の種子が成熟し始める 8 月 20 日頃から初霜が降
りる 9 月 7 日頃までの期間に実施される。刈り取っ
た牧草は，約 7，8 部まで自然乾燥させた段階で梱包
する。これは，栄養分を植物体内に保持するためであ
り，過乾燥による栄養価の低下を避ける意図がある。
この方法で準備された牧草は，冬季においても青草に
近い栄養価を有し，味・栄養・外観のいずれにおいて
も，越冬家畜にとって良質な飼料であるとされる（図
6）。

家畜の疾病予防と政策的課題
疾病予防として，政府負担による口蹄疫ワクチンの

ほか，数種類のワクチン接種を行っているが，具体的
な名称については記憶していない。

家畜管理において最も大きな課題として挙げられた
のが，今年は 5 年目に実施されてきた春季の「休牧」
規制である。2026 年は 4 月 5 日から 5 月 19 日まで
の 45 日間，家畜を一切放牧に出すことが禁止されて
いる。今年で 5 年目となり，一区切りになるとの噂
もある。特に，家畜と草原の相互関係を理解している
牧民の間では，この政策に対する評価は低いという。

考察
今回の調査対象者からは，モンゴルの伝統牧畜か

ら，いわゆる近代畜産へと歩みを進める過程において

図 5　厩舎にいる生れたばかりの仔牛たち（2025.3，著者）。

図 6　�A 氏が自然草原から刈り取った越冬用牧草。草食動
物の主食であるイネ科の種を中心に，油脂を富含す
るヨモギの仲間など双子葉の植物が良好な状態で乾
燥している（2025.03，著者）。
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も，伝統的な遊牧知が実践の中に生かされている様子
が確認された。具体的には，可能な限り放牧管理を維
持すること，自家用の種牛を保有しつつ近親交配を回
避するために種牛を定期的に更新すること，家畜の去
勢を自らの手で行うこと，乳搾りや屠畜に関するしき
たりを日常的に遵守すること，そして「家畜に生かさ
れている」という自覚を伴った家畜への思いやりなど
が挙げられる。これらはいずれも，家畜の心身の健康
を重視する遊牧文化の価値観が，現在の生産活動にも
深く根付いていることを示している。自然の摂理に対
する理解が，舎飼いや過度な肥育へと偏ることへの抑
制，すなわちブレーキとして機能している可能性も指
摘できよう。

一般に，放牧牛は肥育牛に比べて心身のストレスが
少ない一方，生育速度が遅いため，大量生産には不向
きである。しかし，巨大市場が求めるのは，安価かつ
安定的な「量」の供給であり，その要請に応える形
で，短期間で著しい増体を可能とする濃厚飼料の給与
と舎飼いを中心とした集約畜産が主流となってきた。

伊村ら（2008）は，日本における調査において，
「自給粗飼料のみを給与した肥育牛の日増体量は慣行
肥育牛に比べて低く，牛肉の官能評価も劣るものの，
生 産 さ れ た 牛 肉 は 生 理 活 性 物 質 で あ る CLA

（Conjugated Linoleic Acid：共役リノール酸）を多く
含む」と指摘している。

格付成績や官能評価の基準は，環境条件や食文化に
よって大きく異なることを考慮すれば，この結果は別
の角度から評価し直す余地がある。乾燥寒冷な気候を
特徴とするモンゴル高原では，肉食が日常的であり，
食肉に含まれる CLA 含量の高さが重要な評価因子と
なる可能性が高い。この観点からみれば，放牧飼育さ
れた家畜の肉質は，モンゴル高原の気候風土と人々の
食生活に適合したものであると推察される。

A 氏の事例が示すように，伝統的知恵に基づき，植
物の生理サイクルに合わせた牧草の刈り取りや，家畜
の採食嗜好性を尊重した放牧を継続している牧民は少
なくない。彼らは，市場価格の下落という厳しい現実
に直面しながらも，自家生産の高品質な肉が都市部の
消費者から支持を得ているという事実に，自らの技術
と実践の正当性を見出している。

効率と利益を最優先する集約畜産と，家畜福祉およ
び生態系への配慮を重視する伝統牧畜。この二つの方
向性の狭間で，牧民たちは当面，「市場への適応」と

「文化の保持」という先行きの見えにくいジレンマと
向き合い続けることになるだろう。しかし一方で，品
質を基軸とした消費者層の分化が進めば，伝統的な放
牧牛が持つ市場的可能性も決して否定されるものでは
ない。食肉の品質への共鳴が，家畜の採食行動，移

動，社会性といった基本特性に配慮した飼育管理への
理解へとつながることが期待される。

越冬用牧草の刈り取りを，植物の花や種子といった
繁殖器官が最も充実する時期に合わせて行うことは，
栄養学的に理にかなっていると考えられる。また，牧
草の完全乾燥による栄養価の低下を避けるため，乾燥
が 7 ～ 8 割進んだ段階で梱包する方法も，科学的合
理性を備えた実践である。これらはいずれも，厳しい
冬季から春先にかけての困難な時期を乗り越える家畜
にとって，きわめて重要な意義を有しているのであろ
う。

行政主導の「休牧」とは，牧草が萌芽してから結実
に至るまでの一定期間，放牧を禁止する政策である

（Tian 2021）。しかし，ソーシャルメディアが発達し
た今日においては，フルンブイルに限らず，内モンゴ
ルのほぼ全域から「休牧」に対する不評の声がネット
上に広く発信されている。期間限定の措置ではあるも
のの，家畜を完全に草原から隔離する放牧禁止に対
し，動物の固有の行動特性や草原との関係性を踏まえ
たうえで，伝統知識と実践経験の角度から問題点を指
摘する意見が，牧畜関係者によって SNS 上で盛んに
表明されている。そこでは，「休牧」が家畜と自然環
境にのみならず，地域社会や地域経済にもたらす潜在
的な弊害が強く意識されていることが読み取れる。

寺田（1988）は，「内モンゴルの草地の近代化およ
び生産力の増強は，中国にとって重要な問題であると
同時に，世界の食糧生産の観点からみても重要な課題
である」と述べている。しかし，半乾燥地における生
産力の増強は，単なる量的拡大としてではなく，脆弱
な自然環境の持続性や，家畜ならびに人間社会の幸福
度を含めて総合的に検討されるべきではないかと考え
させられる。本稿の調査対象に限らず，モンゴル牧畜
社会を生きてきた人々の間に，こうした感覚が広く共
有していることに気付かされた。彼らの語りから，生
産効率や経済的利益の過度な追求に対する違和感や戸
惑いが読み取れるのである。自然は，人間活動にとっ
てレールであると同時に，アクセルにもブレーキにも
なり得る存在である。囲まれた自然環境を深く理解
し，それに柔軟に適応する遊牧知の真髄が，社会全体
の幸福度向上に活かされることを期待したい。
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